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 【研究目的】 
 本研究は，人工股関節置換術（以下，THA：total hip arthroplasty）後患者の機能的脚長差（以下，F-LLD：
functional leg length discrepancy）に対する運動療法と装具療法が，F-LLD，主観的脚長差（以下，P-LLD：
patient-perceived leg length discrepancy），身体機能および患者報告アウトカム（以下，PRO：patient 
reported outcome）に及ぼす効果を明らかとすることを目的とした． 
【研究方法】 
 対象は，片側初回 THAを施行し，術後 1週の時点で術肢が長下肢側の F-LLDおよび P-LLDを有する患者
とした．研究デザインは，アウトカム評価者を遮蔽化した無作為化比較試験を実施した． 登録された対象を，










 全 33 名が研究登録され，最終的な解析対象者は SEA 群 10 名，MHL 群 8 名，対照群 9 名となった． 介
入後の F-LLDは，対照群に比べ SEA群およびMHL群共に有意に小さい値を示した（p < 0.05）．介入後の
P-LLD有無の比率は 3群間で有意差はなかったが，P-LLD程度別の比率は 3群間で有意差を認め（p < 0.05），







が推測される．そのため F-LLDの改善を早め，それに伴い P-LLDも軽減したと考えられる． 
【結論】 
 THA 後早期からの SEA と MHL によって，介入後短期間において F-LLD と P-LLD を改善する効果があ
ることが明らかとなった． 
